
昨
年
に
続
き
今
回
も
、

修
復
・
復
元
合
わ
せ
て
工

事
現
場
を
３
つ
も
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務

所
の
唐
招
提
寺

出
張
所
の
皆
様
、

薬
師
寺
出
張
所

の
皆
様
、
瀧
川

寺
社
建
築

興
福

寺
「
中
金
堂
」
復
元
工
事

現
場
事
務
所
の
皆
様
、
本
校

の
教
育
実
践
へ
の
ご
協
力
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
薬
師
寺
で
は
解
体

修
復
が
進
む
東
塔
を
間
近
に
、

唐
招
提
寺
で
は
迫
力
あ
ふ
れ

る
御
影
堂
の
「
曳
き
家
」
の

現
場
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
一
生

に
一
度
し
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
現
場
で
す
。

ま
た
、
歴
史
的
な
町
並
が

守
ら
れ
、
自
治
の
精
神
が
現

代
も
継
承
さ
れ
て
い
る
橿
原

市
今
井
町
で
は
、
町
家
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例
を
２
つ

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

橿
原
市
教
育
委
員
会

今
井

町
並
保
存
事
務
所
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
井
町
で
は
、
こ
の
町
に

引
っ
越
し
て
来
た
ば
か
り
の

お
施
主
さ
ん
ご
自
身
か
ら
、

な
ぜ
こ
の
町
で
暮
ら
そ
う
と

思
っ
た
の
か
、
設
計
施
工
上

の
こ
だ
わ
り
と
困
難
性
に
つ

い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た

だ
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

住
ま
い
選
び
に
は
、
暮
ら
す

人
の
生
き
方
が
投
影
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
関
わ
る
こ
と
の

多
い
建
築
カ
レ
ッ
ジ
生
は
全

員
が
集
中
し
て
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
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第21期生（２年生）「奈良宿泊研修」11月16～18日

木造建築の聖地で刺激を受けた！

木
造
建
築
の
技
と
知
恵
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
の
が
本
校
の
使
命

で
あ
り
、
世
界
最
古
、
世
界
最
大
級
な
ど
木
造
建
築
物
の
宝
庫
で
あ

る
奈
良
は
私
た
ち
に
と
っ
て
聖
地
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
11
月
16
～
18
日
、
第
21
期
生

2
年
生
の
奈
良
宿
泊
研
修
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
や
寺
社
建
築
専
門
の

建
設
会
社
な
ど
の
協
力
で
、
一
般
の
観
光
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
古
建
築
の
保
存
・
改
修
の
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
木
造
の

伝
統
を
現
代
に
ど
う
生
か
す
の
か
、
そ
の
可
能
性
を
ど
う
考
え
る
の

か
、
一
人
ひ
と
り
に
問
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

今期最後の入学選考は２月７日！

授業＆学校見学は お気軽に！

お問い合わせ・資料請求は下記まで

東京建築カレッジ 事務局 ０３・５９５０・１７７１

［東京土建技術研修センター内］月～金、９時～１８時

第４回募集日程

学校説明会 １月２４日（水）午後２時・午後７時

応募締切 ２月 １日（木）

試験日 ２月 ７日（水）午前１０時～

結果発表 ２月 ９日（金）

募集要項は、東京建築カレッジのウェブサイトに掲出。

年末年始除き毎週金曜・土曜に授業。見学歓迎します。

修復２件、復元１件、改修２件の現場学習

技
能
五
輪

銀
賞
に
輝
く

20
期
・
髙
野
成
己
さ
ん

技能五輪全国大会は、

厚生労働省と中央職業

能力開発協会が主催し、

満年齢23歳以下の日本

国籍を有する者が出場、

さまざまな技能を身に

つけた若者たちが集い、

技の日本一を競う競技

大会です。本校は「建

築大工」職種で参加し

てきました。

11月25、26日に競技

が行なわれた第55回大

会 建築大工職種で、

昨年に続いて２回目出

場の第20期生・髙野成

己さんが銀賞を受賞。

初出場の第21期生・髙

田慎太朗さんが健闘し

ました。建築大工職種

の出場選手数は95人で

した。裏面に関係記事

（写真＝左から小林謙二

学校長、髙野さん、髙田

さん、岡茂樹指導員）

上
写
真
＝
町
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
視
察

（
橿
原
市
今
井
町
）

左
写
真
＝
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
、

東
大
寺
大
仏
殿
の
前
で



継
手
・
仕
口

の
基
本
的
な
加

工
法
を
習
得
し

た
後
に
、
手
刻

み
を
基
本
に
、

２
階
建
て
の
木

造
住
宅
一
棟
を

ま
る
ご
と
建
て

る
実
習
棟
実
習

が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。
２
階

は
「
在
来
構
法
」
、

１
階
は
「
伝
統
構
法
」

の
実
習
棟
は
全
国
的
に

も
大
変
珍
し
い
も
の
で

す
。土

台
班
、
柱
班
、
二

階
梁
班
、
丸
太
班
、
小

屋
組
み
班
に
分
か
れ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
作
業

を
進
め
ま
す
。
作
業
開

始
前
の
班
長
会
議
で
は

進
捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

し
あ
い
ま
す
。

建
築
カ
レ
ッ

ジ
で
学
ぶ
の
は
、

伝
統
的
な
大
工

技
術
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

現
代
の
住
宅
の
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
最
新

の
設
備
機
器
の
知
識
を

身
に
付
け
、
設
置
や
移

設
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る

程
度
つ
か
ん
で
お
く
必

要
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
２
年
生
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
11
月
か
ら
「
建

築
設
備
演
習
」
（
全
10

回
）
を
開
講
し
て
い
ま

す
。講

義
は
一
級
建
築
士

の
佐
藤
里
志
講
師
が
担

当
。
『
建
築
設
備
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）

の
最
新
版
を
教
科
書
に
、

現
場
事
例
を
豊
富
に
解

説
し
て
い
き
ま
す
。

2017年度 第8号 カレッジ通信 2017年（平成29年）12月1日

2

２
年
生
の
授
業
か
ら

◇ミニ公開講座「エアコンを使わずに快適に暮らす

住まいづくり」第５回 「寺の軒はなぜ深い」

（参加無料、金田正夫 講師）

「高気密・高断熱＝省エネ住宅」キャンペーンへの批判

的検証の狙いもあります。お試し参加も大歓迎。

お気軽にご参加ください。１２月８日（土）午後６時半

開場・午後７時開会、池袋校舎

◇２年生 卒制中間発表

卒業制作は建築カレッジの２年間の学びの集大成です。

そして唯一の自由課題です。最終発表会は２月１８日(日)

ですが、１２月２３日（土）の中間発表会も公開します

［午後２時５０分から池袋校舎］。

見学ご希望の方はご連絡ください。

建築カレッジ☆１２月の予定

授業は毎週金・土。見学随時ＯＫ。要予約

１
年
生
の
授
業
か
ら

昨年の山形大会ではベスト

は尽くせたものの22位に終わ

りました。全国レベルの厳し

さを初めて実感しました。

今年は金賞を取るという決

意で練習してきました。先生

方、先輩方の期待に応えなけ

ればと必死でした。深夜まで

練習が続くこともあり何度も

先生方に迷惑をかけてしまい

ました。おかげで練習最後の

一台は会心の作となりました。

本番では正直、満足できる

ものを作れませんでしたが、

なんとか時間内に組み上げ、

銀賞をいただくことができま

した。多くの方々の支援でこ

こまで来ることができました。

本当にありがとうございまし

た。後に続く人にはぜひ金賞

を目指して頑張ってもらいた

いです。

後に続く人には、ぜひ金賞を。
技能五輪全国大会 銀賞 髙野 成己さん

銀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
と
、

髙
野
さ
ん
（
11
月
26
日
）

現場で役立つ設備の授業

正念場の実習棟実習

最新版の教科書が人気です

（
右
写
真
）
工
程
表
に
沿
っ

て
、
班
ご
と
に
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
助
け
合
い
、
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
、
学
ん
だ

こ
と
を
試
し
ま
す
。

（左写真）図面の意図を読

み取り、材料に正確に墨付

けしていきます。墨付けを

誤ると、正確な刻みができ

ません。その修正に手間取

ると工程にも響くので責任

重大です。


